
               

町
で
は
、
福
寿
寮
（
高
齢
者
等
福
祉

寮
）
の
入
居
者
２
名
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

▼
対
象
者 

入
居
で
き
る
方
は
、
町
内
に
お
住
ま

い
の
60
歳
以
上
の
方
で
、
次
の
よ
う
な

事
情
の
あ
る
方
で
す
。 

①
単
身
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
、
扶
養

義
務
者
が
い
な
い
方
、
ま
た
は
家
庭

の
事
情
で
家
族
と
同
居
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
困
難
な
方 

②
生
活
環
境
や
住
宅
の
事
情
か
ら
、
現

在
お
住
ま
い
の
住
宅
で
生
活
が
困
難

な
方 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
グ
ル
ー
プ 

 

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
内 

（
電
話
34
―
３
９
５
５
） 

              

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

北
海
道
支
部
の
健
康
保
険
料
率
が
、
本

年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
よ
り
）
10.

12
％
（
現
行
９
．
60
％
）
に
変
わ
り
ま

す
。 

 

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
高
齢
化
に

よ
る
医
療
費
の
増
加
と
、
現
下
の
経
済

状
況
を
反
映
し
て
保
険
料
収
入
の
基
礎

と
な
る
標
準
報
酬
月
額
が
落
ち
込
ん
で

い
る
こ
と
等
か
ら
、
大
変
厳
し
い
財
政

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、
医
療
・
健
康
・
生
活
を
支
え
る

た
め
、
何
と
ぞ
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
協
会
け
ん
ぽ
の
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
ま
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部 

（
電
話
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５

２
）
（
代
表
） 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
k
y
o
u
k
a
i
k
e
n
p
o
.
o
r
.
j
p
/
 

     

人
事
院
は
、
平
成
24
年
度
中
に
次
の

採
用
試
験
を
行
う
予
定
で
す
。 

〃
院
卒
者
・
大
卒
程
度
試
験
等
〄 

○
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
（
院

卒
者
試
験
） 

○
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
） 

○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
大

卒
程
度
試
験
） 

〃
高
卒
者
試
験
等
〄 

○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
高

卒
者
試
験
） 

○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
社

会
人
試
験
（
係
員
級
）
） 

人
事
院
で
は
、
記
載
以
外
の
試
験
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
試
験
の

区
分
試
験
お
よ
び
地
域
試
験
の
一
部
に

休
止
の
予
定
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
採
用
情
報
ナ

ビ
」
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
i
n
j
i
-
s
h
i
k
e
n
.
g
o
.
j
p
/

j
u
k
e
n
.
h
t
m
l
 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

人
事
院
北
海
道
事
務
局 

 

〒
０
６
０
―
０
０
４
２ 

 

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目 

（
電
話

０
１
１
―
２
４
１
―
１
２
４

８
） 

            

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
シ

ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
方
で
、
平
成
22

年
６
月

16
日
に
ご
存
命
で
日
本
国
籍

を
有
す
る
方
（
同
日
以
降
に
亡
く
な
ら

れ
た
方
は
相
続
人
）
を
対
象
と
し
て
、

平
成
24
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試

験
に
つ
い
て 

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆
様
へ 

福
寿
寮
（
高
齢
者
等
福
祉
寮
）
入
居

者
募
集
の
お
知
ら
せ 

健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
グ
ル
ー
プ 

平
成
24
年
３
月
分
の
保
険
料
（
４

月
納
付
分
）
か
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
北

海
道
支
部
の
保
険
料
率
が
変
わ
り

ま
す 



特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

▼
請
求
の
受
付 

平
成
24
年
３
月
31
日
（
消
印
有
効
）

ま
で 

▼
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

電
話
０
５
７
０
―
０
５
９
―
２
０
４ 

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は 

電
話
03
―
５
８
６
０
―
２
７
４
８ 

平
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
土
日
祝

日
は
休
み
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
24
年

３
月
31
日
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
） 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

（
独
）
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業

部
特
別
給
付
金
認
定
担
当 

（
電
話
03
―
５
８
６
０
―
２
７
４
８
） 

           

東
日
本
大
震
災
義
援
金
を
受
け
付
け 

て
い
ま
す 

 

剣
淵
町
で
は
平
成
23
年
３
月
14
日

か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、

義
援
金
の
受
付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

▼
日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部 

剣
淵
町
役
場
住
民
課
（
日
赤
剣
淵
分

区
）
へ
直
接
、
義
援
金
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
受
領
書
を
発
行
い
た
し
ま

す
。
免
税
領
収
書
が
必
要
な
場
合
は
、

窓
口
で
申
し
出
い
た
だ
く
と
、
後
日
、

日
本
赤
十
字
社
か
ら
発
行
さ
れ
ま
す
。 

▼
北
海
道
共
同
募
金
会 

剣
淵
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
共
同
募 

金
会
）
へ
直
接
、
義
援
金
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
受
領
書
を
発
行
い
た
し

ま
す
。 

         

     

今
回
の
君
の
椅
子
贈
呈
式
は
、
絵
本

の
里
大
賞
受
賞
者
の
作
家
さ
ん
等
が
同

席
さ
れ
、
盛
大
な
贈
呈
式
と
な
り
ま
し

た
。 

 

今
回
対
象
と
な
っ
た
４
人
の
お
子
さ

ん
や
お
母
さ
ん
は
絵
本
作
家
さ
ん
と
ふ

れ
合
え
、
記
念
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

‣ 第 21 回絵本の里大賞を受賞した宮西達也さん
と一緒に写っているのは森江穂香ちゃんとお
母さんの美穂さん。 

▲当日は、君の椅子を贈呈された（前列右から）
森江穂香ちゃんとお母さん、瀬戸柚月ちゃんと
お母さん、佐藤由紀奈ちゃんとお母さん、北川
七楓ちゃんとお母さんや、佐藤西町自治会長、
中上仲町自治会長、佐々木町長、清水副町長を
はじめとし、絵本の里大賞受賞作家の皆さん、
出版社の方や士別市の作家小池暢子さん等多
くの方が参加されました。 

 

剣淵町で受付した義援金額 
 
■日本赤十字社北海道支部 

（住民課） 

 2,822,604 円（2 月 20 日現在） 

■北海道共同募金会 

（社会福祉協議会） 

 1,852,840 円（2 月 20 日現在） 
 

義援金受付期間 

平成24年 3月31日まで 


